
愛媛大学 人工知能未来農業創造プロジェクト

AIを活用して、
ビジネスとして戦える農業へ

　愛媛大学が中心となり、農林水産
省から研究委託を受けた「人工知
能未来農業創造プロジェクト」。まず
本プロジェクト開始の背景について、
リーダーを務める、同大学大学院農
学研究科の髙山弘太郎教授が説
明します。
　「日本の農業は長年人間の感覚
に頼ってきたこともあり、非常に不安
定でした。商売として成り立ってはい
るものの、情報化が進んでいないた
めリスクを予測することもできず、ビジ
ネスとして完成しているとは決して言
えません。しかし、国際化が進む現
代では、農業も日本を支える産業の
一つとして、世界と戦う競争力をつ
けていく必要があります」。
　しかし、現実の農業は、担い手の
高齢化が進み、離農者が増大する
一方で、若い世代の就農者は増えず、
就農人口は減少の一途をたどって

います。髙山教授は、
　「世界と競える農業にするには、
一人ひとりの生産性を上げ、少人数
での営農を可能にし、若者が就農し
たくなる、儲かる仕組みを作る必要
があります。そこで、農業分野にデー
タに基づいて判断できる仕組みを作
ろうと、AIを導入する本プロジェクト
を立ち上げました」と語ります。

まずは、栽培と労働の効率化を探る
　2017年10月に始まったこのプロ
ジェクトでは、「AIを導入して栽培や
労働を最適化する」というアプロー
チで研究が進められています。その
ターゲットは、未来の農産物生産を
大きく担う大規模な植物工場。「ai 
tomato（あいとまと）」の愛称で呼ば
れる施設生産野菜の代表であるト
マト栽培プロジェクトについて、髙山
先生はこう説明します。

　「今まで人間の経験と見通しで
やってきた、農作物の生育状態の見
極めや収穫の予測、それに伴う人員
の配置を、AIを使って数値化し、でき
るだけ正確に予測できるようにするこ
とで、2021年度までに雇用労働費を
現在より10％以上削減する、というの
がこのプロジェクトの命題です」。
　近年、センシング技術などの発
達で、作物の栽培管理に利用する
二酸化炭素濃度、気温・湿度など、
植物工場での環境計測技術は飛
躍的に向上しています。プロジェクト
の中核となる愛媛大学では、「さらに
その先にある、植物の生育状態を見
極める研究が進められている」と髙
山先生。
　「健康な植物を対象にした技術だ
けでなく、枯れないための環境調節
ができるように、植物個々の生育状
態の良し悪しに着目しています」。

人工知能（AI）を活用し、情報化で農業を進歩させることを目的にした「人工知能未来農業創造プロジェクト」。農
業の未来をがらりと変えるべく、愛媛大学ほか6法人が協力し合って、まずは、AIを活用して栽培・労務管理を最適
化するシステムの開発がスタートしています。

「匠の技」を数値化し、農業に革命を起こす 「植物生育状態の完全把握」を
足がかりに実用的なシステムを作る

　髙山先生は、「3年後までに農業
利用を目的とした『植物生育状態の
完全把握』を目指す」と語ります。
　「今年、目標への第一歩として、トマ
トの１日の光合成の量、葉の大きさの
変化、茎の伸びを画像処理技術で高
精度に測る機械を完成させました。
これからの研究では、集めたデータ
を基に、果実に含まれた栄養をAIで
予測し、収穫量・収穫時期を正確に
割り出します。
　収穫量が予想できれば、収穫に
必要な労働人数を把握でき、労働費
の削減につながります。また、予測さ
れる収穫量と用意できる労働力を踏
まえて、環境を操作して収穫時期を
ずらすという判断も可能になります」。
　愛媛大学ほか6法人それぞれが
協力し合って進行している本プロ
ジェクト（図）。髙山先生は、「生産者
が買ってみたいと思う技術にするこ
とが目標」と言います。
　「まずは、栽培・労働を管理する
『職人技』を数値で明確にして、正し
い経営判断ができるような仕組みを

完成させます。いきなりAIを持ち込む
のではなく、生産者が受け入れやす
いよう、慎重に社会実装へ導きたい
と考えています」。

「農業大改革」は目前に
　AIを取り入れた農業の研究が進
めば、「フルオートで栽培管理する農
業だって夢ではない」と髙山先生は
言います。
　「『どんな野菜をどれだけ作りたい
のか』という経営方針に基づいて、
栽培を管理し、自動で判断して環境
を調整するような『自動生産』も可能
になるでしょう。人間の仕事は、経営
管理や収穫作業で残ります。
　農業が自動化できれば、砂漠など、
通常では植物を育てられない環境
で栽培することも可能です。必要最
低限の水と地面で効率の良い生産
ができるので、資源を無駄遣いする
ことなく、環境にもやさしいですね」。
　将来、作物の栽培管理は人間の思
う通りになり、人間が欲しい時に、欲し
い味の、欲しい栄養素を含む野菜や
果物を作れるようになるといいます。
すると、「真に人間のための農業がで

きるようになる」と髙山先生は話します。
　「農業というのは、人間の生活を
支える重要なパーツです。今まで人
間は、農業によって『できたもの』を食
べるしかありませんでした。しかし、こ
れからは『どんなものが食べたいか』
という要望にしたがって、健康で豊
かな食を手にすることができます。
　これは遠い未来の話ではありま
せん。日本の農業は、この5年間、世界
でも稀にみる大改革期を迎えてい
ます。IoT時代に重要な役割を果たす
センサーの低価格化やAIの進展を
背景に、たくさんの企業が農業に熱い
視線を注いでいます。それによって
農業のプレーヤーが大きく変わり、農業
が生活に貢献する大切な産業であ
ることを前面に押し出せる時代になっ
ていく可能性は多いにあるでしょう」。

明確な意思を持つことが
大切な時代へ

　最後に、読者の大学生へ向けて
髙山先生からメッセージです。
　「これからは、明確な自分の意思
を持って生活することが大切になり
ます。食事なら、何を食べたいのか、
はっきりとした考えを持つ。自分の意
思がないと、AIが薦めるものを『食
べさせられる』かもしれません。
　今までは、明確な意思・判断力を持
たずとも、社会の歯車になって働けば
生きていけました。今後その歯車は
AIが担いますし、ある程度の方向性
まで決めてくれるかもしれません。これ
からは、意思決定に携わって働くか、
AIによって決められた中で働くか。
あなたはどちらを選びますか？」。

イノベーションで進化する社会を学ぶ ❶　私たちが生きる「ＡＩの時代」とは 特集ＡＩによって社会はどう変わるのか事 例 取 材

大学院農学研究科の髙山弘太郎教授。 〈図〉 「ai tomato」の実施体制 

愛媛大学のトマト栽培に使われている、植物の生体情報を計測するロボット。

研究コンソーシアム
代表機関

愛媛大学
■ 全体総括
■ 植物生体情報計測技術シーズの提供

凸版印刷㈱
■ 労務管理システム開発
■ 収量予測システム開発

PwCあらた有限責任監査法人
■ ルールベース・モデルの構築
■ AI技術との連携の検討

㈱浅井農園
■ 植物生体計測による栽培、労務管理
■ 栽培管理実証

㈱福井和郷
■ 収量予測に基づいた栽培、労務管理
■ 労務管理実証

PLANT DATA㈱
■ ソフトウェア、UI開発
■ 植物生体計測低コスト化

協和㈱
■ 光合成蒸散リアルタイム
モニタリングシステム開発

計測・UI・システム開発

実証データ分析・モデル
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